
臨時市長記者会見

令和６年５月20日

本 日 の 案 件

（仮称）磐城平城・城跡公園での新たな遺構の出土と今後の見通しについて1

内郷宮地区避難訓練の実施について2

内郷地区河川洪水ハザードマップの更新について3

～出水期前に命を守る避難方法を確認し災害に備える～

～新川上流部、宮川、高野川における洪水浸水想定区域図の追加等～
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（仮称）磐城平城・城跡公園での新たな遺構の出土と今後の見通しについて



LATOV

北口
交通広場

駅前広場

都市計画道路搔槌小路幕ノ内線道路改良事業
（実施中）

Ｔ１ビル

駅西駐車場

）

いわき駅並木通り地区第一種市街地再開発事業
（令和６年度完了予定） エスパル・B4T

Paix Paix（ペッペ）

いわき駅並木通り地区第一種市街地再開発事業

いわき駅周辺における市街地の活性化に向けた取り組み

エスパル・ B4T 令和5年1月開業（南口開発）

Paix Paix（ペッペ）令和6年2月開業
（旧イトーヨーカドー跡地開発）

優良建築物等整備事業 松村総合病院移転
（令和８年度完了予定）

いわき駅

2



（仮称）磐城平城・城跡公園整備事業について

①ガイダンス施設
③芝生広場

④憩いの広場

⑤展望デッキ

JRいわき駅
北口

②アプローチ階段

（仮称）磐城平城・城跡公園

①撮影方向 ⑤撮影方向

①ガイダンス施設全景
⑤展望デッキからの眺望

①ガイダンス施設
②アプローチ階段
③芝生広場
④憩いの広場
⑤展望デッキ

事業スケジュール

H29 事業着手
R2～R5 埋蔵文化財調査
R2～R6 公園工事・ガイダンス施設建築
R5～R6 展示物整備（ガイダンス施設内）

主な整備内容

入口
ENTRANCE

入口
ENTRANCE

入口
ENTRANCE
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撮影方向

白蛇堀

白蛇堀について

「白蛇堀」について
・「磐城平城」の最古の絵図「正保平城絵図控」（1644～
1647）にも描かれている。

・本丸に隣接するように設置されていることから、本丸斜
面からの湧水処理、籠城時の水の確保、火災時の消火用
水のために設置したと推測される。

絵図：磐城御城絵図 延宝４年（1676）
（明治大学博物館）

磐城平城文献等調査報告書（2022）

白蛇堀
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（仮称）磐城平城・城跡公園整備事業における遺構の出土について

出土物 白蛇堀付近の遺構

出土時の状況 アプローチ階段の整備に向けた掘削作業中に遺構が出土

今後の対応
埋蔵文化財調査を行いながら公園整備事業を鋭意進める
（令和６年度内の整備完了を予定する）

出土写真4/25

出土箇所

アプローチ階段工

法面整備工

出土箇所
JRいわき駅北口

白蛇堀

白蛇堀

出土写真撮影方向

※想定と異なる位置より出土 5
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内郷宮地区避難訓練の実施について
～出水期前に命を守る避難方法を確認し災害に備える～
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災害検証チームからの年度末報告（課題）と対応の方向性

課題

‣ 内町や宮町では、平屋住宅も多く、垂直避難ができない場所も多く
存在する。
‣ 内町や宮町では、安全な避難路が少なく、また、近くに車両避難場所
が存在しない。

降雨の際、内郷地区の河川は、短時間で急激に水位が上昇するおそれ
がある。
一方、ハード整備には時間がかかるため、当面の方策として、身近な
緊急避難場所（垂直避難場所）・車両避難場所を確保していく。

対応の方向性
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対 応 の 方 向 性 を 踏 ま え て

出水期前に命を守る避難方法を確認し、
災害に備えるため、避難訓練を実施

8



訓 練 概 要

１ 趣旨

令和６年５月26日（日） 午前９時00分～午前11時00分
２ 日時

令和５年台風第13号災害対応を踏まえ、移動手段を持た
ない高齢者等や要配慮者、逃げ遅れた方の命を守るため、
出水期前に住民参加型の避難訓練を実施。

３ 場所
内郷第二中学校ほか
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４ 参加関係機関

地区住民等 地元企業

宮１区自主防災会 八幡印刷株式会社

宮２区自主防災会 ㈲内郷タクシー

宮３区自主防災会 福祉関係者

地区住民 社会福祉協議会

登録防災士 内郷・好間・三和地域包括支援センター

居宅介護支援事業所

５ 訓練想定

令和５年９月８日の豪雨災害（線状降水帯の発生）と同様
の大雨洪水が発生
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訓 練 内 容 ①

警戒
レベル3 「高齢者等避難」発令の時点
訓練目標：早期に浸水想定区域外への避難

自動車避難訓練1 公共交通機関による避難訓練2

命と財産（車）を守る！

‣ 自家用車で地区内の高台まで避難

避難場所
八幡印刷㈱
内郷工場※
（約70台駐車可能）

移動手段のない市民の命を守る！

八幡印刷㈱内郷工場敷地

‣ 市協定締結事業者（福島県タクシー

協会いわき支部）と連携し、開設中の
指定避難所へ避難

（協定締結 平成27年10月）

自
主
避
難
所
へ

集
合
（住
民
）

地
区
本
部
へ

連
絡
（住
民
）

自
主
避
難
所
へ

マ
イ
ク
ロ
バ
ス

等
を
配
車

（地
区
本
部
）

指
定
避
難
所
へ

避
難
（住
民
）

避難の
流れ

※今回新たに確保

11



訓 練 内 容 ②

警戒
レベル４ 「避難指示」発令の時点
訓練目標：逃げ遅れた場合でも命を守る

校舎への垂直避難訓練1 通報訓練2

‣ 逃げ遅れ等により浸水想定区域外へ
安全に避難できない場合を想定し、
内郷二中（校舎）への
垂直避難訓練（緊急
一時的な避難場所）
を実施

蹴破り戸設置のイメージ（赤枠内蹴破り戸）

‣ 自主避難所（市が開設している避難所
以外）から市への通報訓練を実施

住民 地区本部

・避難者数
・ケガ人の有無

等を報告
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内郷宮地区周辺の避難場所等のイメージ図内郷白水町、宮町、内町地区における当面の避難の考え方（水害時）

内郷市民運動場
（自動車避難場所）

（内郷白水町上代集会所）

（内郷内町立町集会所）

浸水深2.2ｍ

浸水深0.9ｍ

浸水深1.4ｍ

浸水深1.9ｍ

浸水深1.0ｍ

浸水深1.2ｍ

【 凡 例 】

推定浸水範囲

※一部航空写真からの推定あり

床上浸水が多く含まれる範囲

床下浸水・道路冠水が

多い範囲

道路冠水（車両被害含む）

河川 越水ポイント

新川 二級河川

宮川 二級河川

峰根川

竹之内川

金坂川

新川 二級河川

内郷駅

宮小

（校舎へ垂直避難）

内郷二中

（校舎へ垂直避難）

高坂小

（優先開設避難所へ）

内町小（自動車不可）

旧白水小

(校舎へ垂直避難）

いわきFCパーク（自動車避難）

21世紀の森公園（自動車避難）

至 好間工業団地

（自動車避難）

高野小・内郷三中

（優先開設避難所へ）

八幡印刷㈱内郷工場

（自動車避難場所）
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市民の皆様へお願い（出水期を前に）

近年の災害は、激甚化・頻発化しています。
災害から命を守るためには、市民一人ひと
りが「災害対応をじぶんごと化」することです。
是非、地区内で実施する避難訓練には参加
しましょう！
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市民の命を守る取組みを
全力で進めていきます。

逃げ遅れゼロ・災害死ゼロ
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内郷地区河川洪水ハザードマップの更新について
～新川上流部、宮川、高野川における洪水浸水想定区域図の追加等～



これまでのハザードマップからの主な更新・変更点

高野川（新規）

宮川（新規）

新川上流部
（新規）

タイトルの変更

避難所情報等のQRコード化

新規凡例の追加

変
更
前

変更前

上記のほか、「浸水想定区域内
の要配慮者利用施設等」、
「VACAN」のQRコードを掲載
しています。
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今後の河川洪水ハザードマップ作成について

市内二級河川

64河川

ハザードマップ作成済
の二級河川

32河川

令和6年度に
ハザードマップを作成する

二級河川

11河川

令和7年度以降に
ハザードマップを作成する

二級河川

21河川

なお、 ６月20日より順次、地区内の世帯への配布及び本庁
河川課、内郷支所等への備付を行います。

うち、内郷地区における新川上流部、宮川、高野川の洪水浸
水想定区域等を追加したハザードマップを、

本日（5月20日）より市HP上で公表。

※令和６年度に作成するその他河川についても、完成次第早期に公表していきます。
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